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内容の要旨および審査の結果の要旨
癌の悪性度に関連する因子として，癌の発生部位や大きさ，組織型，分化度等の病理学的諸因子，さら
に癌組織での各種抗原の発現パターンや細胞動態学的指標等が知られている。しかし，肝内胆管癌の悪性
度に関する報告は殆どない。そこで，肝内胆管癌75例（剖検例62例と外科的切除例13例）を用い，その悪
性度を規定する因子を明らかにする目的で，まずその病理形態学特徴を明らかにし，ついで糖鎖抗原の発
現や細胞動態学的指標との関連性を検討した。得られた結果は以下の如くである。
１．糖鎖抗原発現：Ａ，Ｂ，Ｈ血液型物質，Lewis（Le）｡，Leb，Lex，Ｌｅ，，ＣＥＡ，CA19-9の発現
を，免疫染色と共焦点レーザー顕微鏡により観察した。これらの糖鎖は，癌の組織学的分化度の低下に
伴い発現率が低下し，癌の分化度と糖鎖発現の極性は密接に相関した。肝内管癌の発生部位との関連性
では末梢型に較べ肝門型で糖鎖の発現が高率で，癌が発生した胆管の解剖学的レベルでの糖鎖発現に関
連すると考えられた。
２．細胞動態学的指標：好銀性核小体形成体（AgNOR）数，増殖細胞核抗原（PCNA）陽性指数ｂフロー
サイトメロリー（FCM）による核DNA量の解析により検討した。分化度の低下に伴い，AgNOR数は
増加し〔高分化型腺癌，2.22±0.21（ｍ±SD）；中分化型，3.66±0.85；低分化型，4.17±0.49〕，ＰＣ
ＮＡ陽性指数も同様に増加した。アニュプロイドは高分化型腺癌で33.3％，中分化型で846％，低分化
型で100％と，癌の分化度の低下に伴い増加し，DNA指数も増加した。また，転移陽性例でアニュプロ
イドが多く，DNA指数が高値を示した。
３．糖鎖抗原発現と細胞動態との関連性：糖鎖抗原とPCNAの二重免疫染色による検討で，ＣＥＡとＬｅｴを
発現する癌細胞のPCNA陽性指数は癌全体のPCNA陽性指数に比べ低値で（CEA,34.1±7.4対3.6±2.5；
Lex,325±5.3対4.5±3.7)，増殖期癌細胞でCEAとLeｴの発現が低下した。この傾向は，当教室で樹
立された肝内胆管癌由来培養株CCKS1を用いた，蛍光抗体法とＦＣＭによる糖鎖の発現と細胞動態との
検討でも裏づけられた。
以上，本研究は，近年増加しつつある肝内胆管癌の病理学的所見，糖鎖抗原発現パターン，細胞動態の
相互の関連性を明らかにした労作であり，肝内胆管癌の病理学的な予後推定や治療法の選択等に有用な基
礎データを示したと思われる。
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